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開講日 時間 第１ブース 第２ブース 第３ブース
13：00-13：50 妊婦の計測・レオポルド触診法 産婦の看護(分娩第１期の看護) 胎児モニタリングの装着と判定
５/Ｄ㈫
11・12回
14：00-14：50 胎児モニタリングの装着と判定 妊婦の計測・レオポルド触診法 産婦の看護(分娩第１期の看護)
15：00-15：50 産婦の看護(分娩第１期の看護) 胎児モニタリングの装着と判定 妊婦の計測・レオポルド触診法
［産褥期・新生児期の看護技術］
開講日 時間 第１ブース 第２ブース 第３ブース
13：00-13：50 褥婦の看護・育児支援 新生児のフィジカルアセスメント 新生児の沐浴
７/Ｅ㈫
23・24回
14：00-14：50 新生児の沐浴 褥婦の看護・育児支援 新生児のフィジカルアセスメント























































?．お わ り に
本学における母性看護学の演習科目を振り返り、演
習科目の授業展開から効果的な教授法のあり方を検討
した。今後は、産褥期以外の時期の設定や属性を広げ
た紙上事例を活用し、学生のアセスメント能力の向上
を図るとともに、実際の臨地実習で必要とされる看護
技術の客観的評価を取り入れていく必要がある。また、
学生の臨地実習における困難や演習で学びたかった点
など、学生の視座から調査し、講義と演習が臨地実習
に活かされるような演習方法の効果的な教授法を工夫
していきたいと考える。
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